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関与する相同組換えと非相同組換えの2つの DNA穆
復経路の異常が発癌に民与する可能性が示唆されたO
8. Murine and human SDF2L 1 isan endoplasmic 
reticulum stress-inducible gene and encodes a 





















9. Nondestructive and real-time evaluation of liver 
viability in brain dead donor for liver transplanta-

























群）, Epinephrine (0.3 ug/kg/rnin）十Vasopressin(0.1 
U/kg/hr）を持続静脈投与した群（C群）, Epinephrine 




定には，間ultipleChannel Photo Detector （担CPD
2000，大塚電子社製）をf吏吊した。検知された 700-
1000 nmの連続波長のスベクトルを最小二乗法を用い
た continuouswave length methodにて，多成分解析







各群それぞれ（A群） 40土5, (B郡） 74±11, (C郡）
84土5, (D郡） 14 7 ± 13 rnrnHgとなった。許組織内










8時間後肝移撞78間生存率は（A群） 33.3%, (B 
群） 50%, ( c群） 66.6%, (D群） 25.0%で近赤外分
光法による評儲と相関していたc
j；よ上をまとめると（1) ラット脂死肝は至適量の
vasopressin, epinephrineを投与することで viabilityが
保ち得ることが明らかとなった。（2）近赤外分光法
によって測定される許組織内 Oxy-Hbの推移は肝血管
内接素代謝を， Oxidized-Cyt.aa3は肝縮胞内ミトコン
ドリアの薮詑還元状態を長映するものと考えられる。
これらのパラメーターの推移により，脳死肝 viability
